
 

 

令和８年度９月定例記者会見 次第 

日時：９月 25 日（金）13 時 30 分  

会場：糸島市役所 庁議室  

【出席者】  

〔伊都国記者会〕朝日新聞社、糸島新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、  

読売新聞社、ＮＨＫ福岡放送局、時事通信社  

〔糸島市〕   市長、副市長、教育長、関係課（下記参照）  

 

 

１ 市長あいさつ                   

 

 

２ 案件  

①令和８年度福岡県原子力防災訓練について  
 【市長発表】  

危機管理課  

②いとしま鳥獣対策フェア 2026 について  
 【市長発表】  

農地政策課  

③令和８年度秋季特別展「因幡・伯耆と伊都国」の開

催について  

 
文化課  

 

 

３ 懇談・その他  

 

 

 

 

  ■次回定例記者会見の開催日時（予定） 

日時：10 月 26 日（月）13 時 30 分～  

場所：糸島市役所  庁議室  
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１ 訓練実施目的 

「原子力災害対策特別措置法」や「原子力災害対策指針」では、万が一、原子力災害が

発生した場合には、原子力発電所から 30km 圏内の住民は、まずは自宅等へ屋内退避し、

その後の状況により、国の指示で、30km 圏外の避難所へ一時移転することとなっている。 

糸島市では、本市の一部（約１万４千人、約６千世帯）がこの 30km 圏内に含まれてい

ることから、「地域防災計画」及び「広域避難個別計画」等を策定し、万が一の原子力災

害に備えている。 

今回、国、佐賀県及び長崎県と連携し、広域避難訓練等を実施することにより、市民及

び防災業務関係者の原子力防災対策の習熟及び意識向上、並びに防災関係者間相互の連

携強化を図るもの。 

 

２ 日時 

令和８年 10 月３日（土）8 時 00 分～13 時 30 分 

 

３ 場所 

福岡県庁、糸島市役所 等 

 

４ 主催者 

福岡県及び糸島市（佐賀・長崎両県と連携。いずれも同日に訓練を実施） 

 

５ 参加者（予定） 

機関数   122 機関（自衛隊、警察、消防、原子力規制庁、九州電力 等） 

参加者数 約 2,850 人（うち、住民参加 約 1,220 人） 

 

６ 訓練想定 

九州電力株式会社玄海原子力発電所４号機運転中に、佐賀県内において地震が発生、

その後、事故等の複合事象により、原子炉への全ての給水・注水機能等が喪失し、原子炉

内の放射性物質が外部に放出された場合を想定。 

糸島市は、事態の進展に応じて、国、県、関係市町及び関係機関と連携し、地域防災計

画等に基づく諸対策を実施する。  

定 例 記 者 会 見 資 料 

令和８年９月２５日 

総 務 部 危 機 管 理 課 

令和８年度福岡県原子力防災訓練について 
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７ 訓練内容 

 ※下線部は知事・三役が視察予定 

※アルファベットは別紙２「令和８年度福岡県原子力防災訓練主な訓練会場位置図」 

 上の地点と一致します。 

 

(1) 情報収集・伝達訓練 

原子力災害時に県民の安全及び安心を確保するため、九州電力や国からの情報を、

正確に収集し、関係機関や住民に伝達する訓練を行う。 

○ 国、３県との間でテレビ会議を開催(J) ※知事のみ 

○ 九州電力や国からの情報収集、関係機関への情報伝達等 

○ 県・市が応急対策（緊急時モニタリング）の実施状況を把握 

○ 県・市が道路障害情報の収集・伝達 

○ 学校及び幼稚園・保育園・放課後児童クラブへの情報伝達（別日に実施） 

   中学校４校、小学校４校及び幼稚園・保育園７園・放課後児童クラブ４施設 

への帰宅指示等を伝達 

○  防災アプリ等を活用した住民広報訓練 

・ ふくおか防災ナビ・まもるくん(言語設定により多言語へ自動対応) 

・ 福岡県防災ＨＰ(やさしい日本語表記併用・言語設定により多言語へ自動対

応) 

・ [拡充]エリアメール(日本語配信に加え、英文配信) 

・ [拡充]ヤフーアプリ及びヤフー防災速報アプリ等による住民広報（日本語に

加え、英語、やさしい日本語による配信） 

・ [新規]各避難所や一時集合場所において、ピクトグラム看板や多言語標示を

用いて案内を実施 

 

(2) 緊急時モニタリング訓練 

避難指示等を国が出す際に参考にする「空間放射線量率」（一定時間内に空気中を通

過する放射線の量）等を、県内各所で測定する。 

○ 空間放射線量率の監視強化 

・ モニタリングポストにおけるデータ収集頻度の増 

・ サーベイメータによる測定 

○ 環境試料（水）の採取・測定 

○ モニタリングセンター（国）との情報伝達 

 

(3) 広域避難訓練 

万が一、原子力災害が発生した場合に備え、住民の「屋内退避」訓練を行い、更に、

ＵＰＺ（原子力発電所から半径 30km 圏内）で高い放射線が確認された場合を想定し、

「一時移転」（無用な被ばくを避けるため、一週間以内に当該地域から離れる）を行う。 

○ 広域避難訓練(H)(I)(L)(N) 

・ 自家用車やバスによる広域避難を実施 

○ ＵＰＺ外屋内退避訓練 

○ 在宅の避難行動要支援者避難支援訓練 

○ 交通規制・誘導訓練 
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主要避難経路の通行止めを想定した交通規制・誘導及び迂回路による避難 

○ 愛護動物同行避難訓練(L) 

○ 社会福祉施設等避難訓練(A)(D)(G)(K)(M)(O) 

○ 避難元病院の避難訓練(B)(E)(F) 

○ 放射線防護施設の屋内退避訓練(C) 

離島（姫島）の放射線防護施設（はまゆう）で屋内退避を実施 

○ [拡充]船舶による住民輸送訓練(C) 

○ [拡充]ヘリコプターを活用した傷病者搬送訓練(C) 

 

(4) 原子力災害医療訓練 

放射性物質による被ばくの低減及び汚染の拡大防止を適切に実施するために、避難

退域時検査・簡易除染訓練等を行う。 

○ 住民の避難退域時検査・簡易除染訓練(F)(G)(K)(L)(N) 

避難先でバス及び自家用車並びに住民の避難退域時検査及び簡易除染を実施 

○ 安定ヨウ素剤の緊急配布訓練(H)(I) 

避難者に安定ヨウ素剤の緊急配布を実施（訓練では『模擬薬』を配布） 

○ 健康相談訓練(L)(N) 

県と放射線技師会が連携して、福岡市、那珂川市の避難所で健康相談・健康講

話を実施 

○ 被ばく傷病者受入等訓練(別日に実施) 

  糸島市ＵＰＺ内に発生した被ばく傷病者の医療機関への搬送及び受入を実施 

 

(5) その他(J) 

    県庁正面玄関前において、今後活用できうる新たな情報収集手段（陸上自衛隊所有

の無人航空機）の紹介・展示を実施 ※知事のみ 

 

８ その他 

(1) 知事・市長スケジュール・取材場所等 

・行程：別紙１「令和８年度福岡県原子力防災訓練知事・市長スケジュール」 

・主な会場：別紙２「令和８年度福岡県原子力防災訓練主な訓練会場位置図」 

(2) 取材申し込み 

当日取材を希望される場合は、9 月 28 日（月）12 時までに別紙３「取材申込書」を 

御提出ください。 

 〇姫島への交通手段 

  姫島にて取材される場合は、市営渡船をご利用ください。 

  なお、今回訓練の視察にあたり、下記の時間帯に市営渡船の臨時運行を行います。

(別紙５参照) 

  行き(岐志漁港→姫島)10:45 発、帰り(姫島→岐志漁港)12:35 発 

報道機関の方もご利用いただけますが、乗船人数に限りがあるため、３名／社ま 

でのご利用とさせていただきます。 

※ 詳しくは別紙３「取材申込書」の注意事項を詳しくお読みください。 

※ 訓練の円滑な実施のため、事前の申込みに御協力ください。 
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(3) 訓練を中止する場合の対応 

訓練を中止すべき事象が発生した場合（大雨警報等の発表、震度５弱以上の地 

震や大規模事故等が発生した場合）は、訓練を中止します。 

   なお、訓練を中止する場合は、取材申込書に御記載いただいた携帯電話番号等に御

連絡します。 

(4) その他留意点等 

〇訓練会場では、個人毎に報道機関であることが識別できる腕章等を着用ください。 

〇訓練中の訓練参加者への取材は御遠慮ください。 

※ この他、訓練進行の妨げにならないようご協力ください。 

〇各取材場所における駐車場については、別紙４「報道関係者向け駐車場案内図」 

をご確認ください。 

〇囲み取材は、視察終了後、１２時１０分から姫島小中学校玄関前で実施します。 

以下の場合は、囲み取材の場所、時間を変更する場合があります。 

・天候等の理由により、訓練当日の７時４０分に、姫島における訓練視察を中止 

とした場合は、１０時３５分から特別養護老人ホーム志摩園で実施します。 

・姫島に渡ったが、天候等の理由によりヘリコプターを活用した傷病者輸送訓練 

が実施できないと１１時２０分時点で判断した場合は、現場にいる職員によっ 

て１１時４５分から姫島福祉センターはまゆうで囲み取材を実施する旨をお知 

らせします。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

糸島市 総務部危機管理課 

防災企画係 担当：金子・吉村 

電話番号：092-332-2110 

メール kikikanri@city.itoshima.lg.jp 



令和８年度福岡県原子力防災訓練 

知事・市長スケジュール 10 月 3 日（土） 

 
時 刻・場 所 訓 練 項 目 等 内 容 等 

09:15～09:20 

（5 分） 

 

場所： 

災害対策本部

会議室 

１ 国・３県によるテレビ

会議訓練 （知事発言） 

 

 

① 訓練内容 

 ・国が緊急事態宣言等について説明 

 ・関係自治体が現状、取組状況を説明 

 

② 参加機関 

  国、関係自治体 

（主な参加者氏名） 

・（国）原子力災害対策本部長 

（内閣総理大臣） 

代役：内閣府政策統括官（原子力防災担当） 

福島
ふくしま

 健彦
たけひこ

 

・（国）原子力災害対策副本部長 

（内閣官房長官） 

代役：内閣府政策統括官（原子力防災担当） 

付 参事官（地域充実化担当） 

加藤
かとう

 智
とも

博
ひろ

 

・（国）原子力災害現地対策本部長 

（環境副大臣兼内閣府副大臣） 

辻
つじ

 清人
き よ と

 

・（佐賀県）山口
やまぐち

 祥
よし

義
のり

 知事 

・（長崎県）平田
ひ ら た

 研
けん

 知事 

09:25～09:35 

（10 分） 

 

場所： 

福岡県庁東公

園側ロータリ

ー 

２ 無人航空機展示紹介  

（知事視察） 

 

① 内容 

・今後活用できうる新たな情報収集手段

の紹介 

 

② 参加機関 

・陸上自衛隊 

09:20～09:25 移動（5 分） 

09:35～10:20 移動（45 分） 

別紙１ 



時 刻・場 所 訓 練 項 目 等 内 容 等 

10：20～10:35 

（15 分） 

 

場所： 

糸島市志摩久家 

特別養護老人

ホーム志摩園 

３ 社会福祉施設等避難

訓練(介護老人福祉施

設)   （知事視察） 

 

 

① 訓練内容 

 ・一時移転指示後、施設が作成した原子

力災害避難計画に基づき避難訓練実施 

 

② 参加機関 

 ・県介護保険課 

・糸島市 

・志摩園 

（松 生
しょうせい

園） 

（なごみの里） 

 

③ 視察者 

  ・服部
はっとり

 誠太郎
せいたろう

 福岡県知事 

 ・月形
つきがた

 祐二
ゆ う じ

 糸島市長 

11:10～11:30 

（20 分） 

 

場所： 

糸島市姫島 

姫島福祉セン

ターはまゆう 

４ 放射線防護施設の屋

内退避訓練・備蓄倉庫紹介 

（知事視察） 

① 訓練内容 

 ・一時移転指示後、時化により船舶避難

が困難な想定のもと、放射線防護施設

の立上を実施 

 

② 参加機関 

・県防災企画課 

・糸島市 

・地元住民 

 

③ 視察者 

 ・服部
はっとり

 誠太郎
せいたろう

 福岡県知事 

 ・月形
つきがた

 祐二
ゆ う じ

 糸島市長 

11:30～11:45 

（15 分） 

 

場所： 

糸島市姫島 

 

５ 船舶による住民輸送

訓練   （知事視察） 

 

① 訓練内容 

 ・一時移転指示後、広域避難計画で定め

る避難（市営渡船や漁船）では船舶が

不足する想定のもと、関係機関の船舶

による住民輸送を実施 

 

10:35～10:40 車移動（5 分） 

 10:45～11:05 船移動（20 分） 

 



時 刻・場 所 訓 練 項 目 等 内 容 等 

② 参加機関 

・県防災企画課 

・県漁業管理課 

 

③ 視察者 

 ・服部
はっとり

 誠太郎
せいたろう

 福岡県知事 

 ・月形
つきがた

 祐二
ゆ う じ

 糸島市長 

11:55～12:10 

（15 分） 

 

場所： 

糸島市姫島 

姫島小中学校

グラウンド 

６ ヘリコプターを活用

した傷病者輸送訓練 

（知事視察） 

 

① 訓練内容 

 ・一時移転指示後、時化により船舶避難

が困難なため、放射線防護施設へ一時

避難中の住民の中に傷病者が発生した

想定のもと、ヘリコプターによる輸送

訓練を実施 

 

② 参加機関 

・県防災企画課 

・福岡県警 

・糸島市消防本部 

 

③ 視察者 

  ・服部
はっとり

 誠太郎
せいたろう

 福岡県知事 

 ・月形
つきがた

 祐二
ゆ う じ

 糸島市長 

12:10～12：15 

（5 分） 

 

場所： 

糸島市姫島 

姫島小中学校 

入口付近 

 

 

 

 

７ 知事囲み取材 

 

 

 

 

（囲み取材同席者） 

 ・服部
はっとり

 誠太郎
せいたろう

 福岡県知事 

 ・月形
つきがた

 祐二
ゆ う じ

 糸島市長  

 

 

  12:15～12:25 徒歩移動（10 分） 

 12:35～13:00 船移動（25 分） 

 



令和８年度福岡県原子力防災訓練主な訓練会場位置図

※ 本図は、国土地理院九州地方測量部から防災用として提供を受けた基盤地図を使用して作成されています（平成24年４月作成）。
※ 本図は、防災目的に限り利用できます。

３０ｋｍ圏

糸島市健康福祉センターあごら（G）
11:20 小富士園からの避難車両到着

避難退域時検査実施
12:00 避難車両があけぼの園へ

交流プラザ二丈館（一時集合場所）（I）
10:20 道元行政区住民集合、

安定ヨウ素剤配布
10:50 バスが福翔高等学校へ

福岡県庁（J）
9:15 国・関係自治体テレビ会議
9:25 無人航空機展示紹介

障がい者支援施設小富士園（A） ☆ 1

11:00 避難車両があごらへ

特別養護老人ホーム志摩園（D） ☆ 1

10:35 避難車両が松生園へ

（注意） 知事による視察は、10：20

～10：35に実施します。
（注意）天候等の理由で渡船欠航と
なる場合は、志摩園で視察終了後、
知事の囲み取材を実施します。

福翔高等学校（避難先）（L）
11:50 道元行政区からの避難者（自家

用車、バス、愛護動物同行）が
到着

11:50 避難退域時検査、健康相談実施

障がい者支援施設あけぼの園（O） ☆ 1 

12:30 あごらからの避難車両到着

特別養護老人ホーム松生園（K） ☆ 1

11:15 志摩園からの避難車両到着
避難退域時検査実施

12:00 避難車両がなごみの里へ

那珂川市市民体育館（避難先）（N）
11：50 宮小路堂山行政区からの避難者

（自家用車、バス）到着
11：50 避難退域時検査、健康相談実施

特別養護老人ホームなごみの里（M） ☆1

13:00 松生園からの避難車両到着

糸島医師会病院（F） ☆ 1

11:10 小富士病院からの避難者到着
12:35 福吉病院からの避難者到着

避難退域時検査実施

小富士病院（B） ☆ 1

10:55 糸島医師会病院へ避難

福吉病院（E） ☆ １
12:05 糸島医師会病院へ避難

凡例
広域避難訓練関係

施設避難訓練関係
その他

取材時の注意事項
※ （全般）記載時間は目安です。前後する場合があります
ので、予めご了承下さい。
※ （全般）アルファベットはお知らせ本文の記載と一致しま
す。また、下線部は知事の対応・視察先を指します。
☆1 建物内や施設利用者の撮影不可。建物立入不可

宮小路堂山公民館（一時集合場所）（H）
10:20 宮小路堂山行政区住民集合、

安定ヨウ素剤配布
10:50 バスが那珂川市市民体育館へ

別紙２

姫島福祉センターはまゆう（C）
11:10 放射線防護施設での屋内退避
姫島漁港（ C ）
11:30 県有船舶による住民避難開始
姫島小中学校グラウンド（ C ）
11:55 県警ヘリによる緊急輸送開始

（注意）知事による視察・囲み取材は、
12：10～12：15に実施します。



 

※ 送信票は不要です。 

FAX 092-324-8355（糸島市 総務部 危機管理課 防災企画係 宛） 

令和８年度福岡県原子力防災訓練 

取材申込書 
１．報道機関名：                               

２．担当者名：                                

３-１．取材予定の訓練会場：                         

                                      

３-２．姫島会場への利用便 

：行き(定期便・臨時便（  名利用）)帰り(定期便・臨時便（  名利用）) 

※姫島会場を取材予定の場合、下記※印の注意事項を確認後、利用便に〇及び利用人数（臨時便

利用の場合のみ）を記載してください。 

４．Tel：              (当日に出先でも連絡が取れる番号を記載ください) 

５．Fax：                                            

６．Mail：                                  

７．車両情報（ナンバー、車種、色）：                     

【注意事項】 

※ 本申込書を９月 28 日（月）12 時までに送付願います。 

※ 姫島での取材をされる場合の注意事項 

  ・定期便運航時刻は別紙５のとおり。（姫島～岐志航路運航時刻表） 

・定期便利用の場合、行き(岐志漁港→姫島)７:50 発、帰り(姫島→岐志漁 

港)14:20 発の便の利用が便利です。 

  ・福岡県が、訓練視察のため臨時便を借上げています。報道機関の皆様も臨時便

をご利用いただけます。臨時便運航時刻は行き(岐志漁港→姫島)10:45 発、帰

り(姫島→岐志漁港)12:35 発になります。 

  ・行き(岐志漁港→姫島)の臨時便到着後、訓練視察をすぐに開始します。臨時便

をご利用される場合はロケハン等をする時間がありませんので、その点を考慮

し、定期便または臨時便のどちらを利用されるかご判断ください。 

  ・当申込に記載した便以外の利用はできませんのでご注意ください。 

問い合わせ先 
直通 092-332-2110 
担当 金子、吉村 

別紙３ 



 

 

  

〔補足資料〕報道関係者向け案内図（福岡県庁） 

九州大学病院側 

福岡県庁 

※ 県庁内への出入りは、休日時間外出入口から 
お願いします。 

※ 駐車場は、各社に割り当てられている外来駐車場
をご利用ください 

東公園 

休日・時間外出入口 

国・３県によるテレビ会議訓練会場

(県庁３階北棟災害対策本部会議室) 

無人航空機展示紹介会場 

(県庁１階正面玄関) 

別紙４ 



 

  

報道関係者用駐車場 

特別養護老人ホーム 志摩園 

〔補足資料〕報道関係者向け案内図（志摩園）  

所在地：糸島市志摩久家 2527-2 

社会福祉施設等避難訓練会場

(介護老人福祉施設) 



   
〔補足資料〕報道関係者向け案内図（岐志漁港） 

報道関係者用駐車場 

※空いているスペース

に駐車してください 

所在地：糸島市志摩岐志 819 

市営渡船乗り場 



 

 

ヘリコプターを活用した傷病者搬送訓練会場 

（姫島小中学校グラウンド） 

放射線防護施設の屋内退避訓練会場 

（姫島福祉センターはまゆう） 

船舶による住民輸送訓練会場 

（市営渡船乗り場） 

〔補足資料〕報道関係者向け案内図（姫島） 
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○市営渡船臨時便（訓練当日は、定期便に加え臨時便も運航します。） 

 

姫島～岐志航路臨時便運航時刻表 

行き（岐志→姫島） 帰り（姫島→岐志） 

１０：４５ １２：３５ 

      ▼  所  要  時  間        １６ 分 

      ▼  旅  客  定  員        76 名 

      ▼  運  賃               無料（一括借上のため）  

      ※出発時間の 10 分前には市営渡船乗り場へお集まりください。 

【参考】 

○市営渡船定期便 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

糸島市では、近年イノシシやサルによる農作物被害や住宅地への動物の侵入など、私たちの暮らしの

周りで広がっている鳥獣被害について、市民の皆様と一緒に考え理解を深めるイベント「いとしま鳥獣

対策フェア 2026」を開催します。 

【開催概要】 

日時：令和 8年 10月 3日（土） 10:00～15:00 

場所：可也コミュニティセンター（糸島市志摩初 1丁目 3-2 ※市民まつり会場内） 

主催：糸島市・糸島市鳥獣害防止対策協議会 

 

【見どころ】被害対策の展示から試食まで楽しく学べる内容 

当日は、箱わなや電気柵などの対策機材の展示や、パネル・DVDによる被害状況

や原因の紹介を行うほか、狩猟免許や狩猟技術について学べる「鳥獣被害対策コ

ーナー」を設置します。また、市内事業者によるジビエ商品（ペットフードやソー

セージなど）の展示販売や、アンケート回答者を対象とした「イノシシ丸焼き試

食会」を実施し、鳥獣対策について楽しく学べる内容となっています。 

 

【来場者特典】アンケートやクイズに答えて、嬉しいプレゼントを GET！ 

会場では、アンケートにお答えいただいた先着 200名様に「イノシシ丸焼き試食券」をプレゼントす

るほか、子ども向けの鳥獣クイズに答えた先着 100名様に「いとしま鳥獣対策オリジナルシール」をプ

レゼントする来場者特典もご用意しています。「畑を守りたい農家

の方」も「地域の自然に興味がある市民の方」も、ぜひお気軽に

お立ち寄りください。 

 

 

 

 

 

 

いとしま鳥獣対策フェア 2026を開催します 
～鳥獣対策・ジビエについて「知る」「学ぶ」「味わう」～ 

定例記者会見資料 

令和８年９月２５日 

農林水産部農地政策課 

【問い合わせ先】 

糸島市 農林水産部農地政策課 

鳥獣対策係 担当：山名、熊本 

電話番号：332-2089 

メール：nochi@city.itoshima.lg.jp 

鳥獣対策情報を発信してます 

 

いとしま鳥獣対策ロゴ 
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（１）概要 

 

 

(1)概要 

令和 8年度伊都国歴史博物館秋季特別展では、西日本でも有数の弥生遺跡を有する因幡・伯耆（現在

の鳥取県）の弥生文化をテーマとした展示会を開催します。 

鳥取県には、「地下の弥生博物館」とも呼ばれる青谷上
あおやかみ

寺地
じ ち

遺跡
いせき

や、日本最大級の弥生集落として知

られる妻木
む き

晩
ばん

田
だ

遺跡
いせき

があります。今回、これらの遺跡をはじめとする鳥取県内の貴重な出土品と、伊都

国（糸島市）の遺跡から出土した資料を比較し、弥生時代の暮らしやものづくり、海を介した地域間交

流、それぞれの文化の特色を紹介します。 

また、青谷上寺地遺跡出土人骨をもとに復顔された「青谷弥生人（青
あお

谷上寺
やかみじ

朗
ろう

）」と、新町支石墓群

出土人骨の復顔によって現代によみがえった「新町弥生人」（9 月 26 日の新町支石墓群史跡公園開園記

念シンポジウムにて愛称発表予定）を並べて展示します。2,000 年以上前、それぞれの地域に実在した

「人」の姿を見比べることで、弥生時代をより身近に感じていただける展示となっています。 

 

(2)基本情報 

【展覧会名】  

令和 8年度伊都国歴史博物館秋季特別展 

    「因幡・伯耆と伊都国 ―青谷弥生人と新町弥生人―」 

【会  期】 令和 8年 10月 10日（土）～11月 29日（日） 

【会  場】 伊都国歴史博物館 1階展示室 

【休 館 日】  月曜日（ただし 10 月 12 日（月・祝）、11 月 23 

日（月・祝）は開館し、翌日休館） 

【観 覧 料】  一般 500円、高校生 200円、中学生以下無料 

 

（3）展示の見どころ 

・「地下の弥生博物館」青谷上寺地遺跡              ↑ 青谷上寺朗 

青谷上寺地遺跡は、海辺の低湿地という特殊な環境によって、通常では腐って失われてしまう木器や

骨角器、人骨などの有機質遺物が驚くほど良好な状態で残された、全国的にも著名な弥生時代の遺跡で

す。出土人骨の中には、約 2,000 年前の脳組織が残存していた例もあり、「地下の弥生博物館」とも呼

ばれています。 

定例記者会見資料 

令和 8年 9月 25日 

地域振興部 文化課 

令和８年度 伊都国歴史博物館 秋季特別展 

『因幡
い な ば

・伯耆
ほ う き

と伊都国 －青谷弥生人と新町弥生人—』 

の開催について 

-深江城崎遺跡 2次調査- 



２ 

 

精巧な木製容器をはじめ、建築部材、船材、

骨角器、鉄器、玉類など、多種多様な遺物が出

土しており、高度な木工技術や水辺の暮らし、

ものづくり、祭祀など、弥生人の生活を具体的

に知ることができます。また、船材や櫂など水

上交通に関係する資料に加え、中国鏡や貨泉、

ガラス製品、鉄器なども出土しており、青谷上

寺地遺跡が日本海を介した広域交流の拠点で

あったことがうかがえます。 

↑ 山陰地方の精巧な木製容器「花 弁 高 坏
かべんたかつき

」 

 

・日本最大級の弥生集落・妻木晩田遺跡 

伯耆の妻木晩田遺跡は、大山北麓の丘陵上に多数の竪穴住居や掘立柱建物、墳墓などが営まれた、日

本最大級の弥生集落です。広大な範囲に集落が展開し、弥生時代の大規模な集落の姿や、当時の社会の

しくみを知るうえで重要な遺跡です。本展では、妻木晩田遺跡から出土した土器・石器・銅鏡・鉄器・

玉作資料などを通して、伯耆に栄えた弥生社会の姿を紹介します。 

 

・青谷弥生人と新町弥生人 

青谷上寺地遺跡から出土した人骨をもとに復顔された「青谷上寺朗」と、新町支石墓群 9号墓出土人

骨をもとに復顔され、9 月 26 日に愛称が発表される「新町弥生人」。時代を地域を超え現代にその姿が

よみがえった二人の弥生人が、今回の特別展で初めて顔を合わせます。二人の弥生人の「邂 逅
かいこう

」を通

して、当時の人々の姿を身近に感じていただけます。 

 

（4）関連事業 

本特別展にあわせ、特別講演会を開催します。（受講料 500円・定員 100名・要申込） 

・特別講演会① 

10月 12日（月・祝）14:00～15:30 

演題：「因幡・伯耆の弥生時代」 

講師：河合 章行 氏（鳥取県立青谷かみじち史跡公園） 

 

・特別講演会② 

11月 8日（日）14:00～15:30 

 演題：「北部九州からみた弥生時代後期の環日本海交流」 

講師：森本 幹彦 氏（福岡市埋蔵文化財センター） 

 

・とっとり弥生の王国ミュージアムキャラバン（鳥取県共催） 

  会期：令和 8年 10月 10日（土）～11月 29日（日） 

  場所：伊都国歴史博物館 4階 

 

【問い合わせ先】 

糸島市立伊都国歴史博物館 

（文化課博物館係） 

担当：江野・河合 

電話：092-322-7083 

メール：itohaku@city.itoshima.lg.jp 






